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▶令和６年の登米・栗原における労働災害による被災者数（休業４日以上）は、令
和６年４月末日現在、全産業で43人です。これは、前年比８人の減（－15.7％）で
あり、転倒災害が大幅に減少（令和５年１月～４月︓24件→令和６年１月～４月︓
６件）していることが要因であると考えられます。転倒災害の増減は気象状況に左
右されるところがありますが、それだけではなく、皆様の対策が減少に結びついて
いるものと思われます（ありがとうございます）。
▶宮城県全体においても被災者数は減少しています。宮城県全体を見ますと、昨年
に比して死亡事故が大幅に減少しており、良い傾向にありますが、死亡者３名のう
ち２名が瀬峰署管内の事案ですので、瀬峰署としては憂慮すべき状況であると言わ
ざるを得ません。なお、死亡災害は、すべて林業で発生しています。林業を主たる
事業としているのか否かにかかわらず、伐木作業を行う場合には安全対策を十分に
講じていただきたく思います。

これ以上、死亡災害を発生させない!

令和６年度全国安全週間
今年で97回目となる全国安全週間は、労働災害

を防止するために産業界での自主的な活動の推進
と、職場での安全に対する意識を高め、安全を維
持する活動の定着を目的としています。
今年のスローガンは、
危険に気付くあなたの目 そして摘み取

る危険の芽 みんなで築く職場の安全
です。転倒や腰痛といった労働者の作業行動に起
因する死傷災害、墜落・転落などの死亡災害が依
然として後を絶たない状況にありますので、安全
週間を機に安全について改めて考えていただきま
すようお願いいたします。

期間：７月１日から７月７日まで（準備期間：６月１日から６月３０日まで）
裏面に続く→

令和６年における休業４日以上の労働災害発生状況（令和６年４月末現在︓５月８日速報値）
新型コロナウイルス感染症を除く

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数
令和５年 令和６年 令和５年 令和６年

休業４日以上 51 43 648 630
死亡 ０ ２ ７ ３



労働保険の年度更新の時期（今年は、６月３
日（月）から７月10日（水）までの間）となり
ました。

令和６年度 労働保険年度更新

賃金引上げに関する支援のお知らせ

７月８日（月）、９（火）、10
日（水）に瀬峰署内に年度更新
のための臨時窓口を設ける予定
としておりますが、混み合うこ
とが予想されます。早めの手続
きをお願いします。

「物価上昇への対応」、「人材の確保」、「労働者のモチベーションの向上」といった複数の
観点から賃金の引上げを推し進める流れが生じており、政府、省庁が横断的にこれを後押しす
る施策を講じております。以下に支援策の一部をお示しします。また、厚生労働省においては、
賃金引き上げ特設ページを設けておりますので参考にしてください。


